
GPT-4 でのテクニカル分析 （ビットコイン価格の場合） 
 

これはビットコインのドル建て価格の日足チャートです。縦軸の価格（0～32000）と横軸の年月（2022年 10月～2023年 10月）を確認してください。 

その上で、一般的にテクニカル分析の視点から指摘できることを 5つ示してください。 なお、右端の縦軸について、単位は米ドルで、赤の 27372は

最新の価格です。 期間中の最高値は 31818 (2023-07-13)、最安値は 15479 (2022-11-21) でした。 紫色のラインは 200日移動平均で、オレンジ

色のラインは 50日移動平均を示しています。 

 

 



ChatGPT 

 

ビットコインのドル建て価格の日足チャートをテクニカル分析の視点から考察します。 

1. ゴールデンクロスとデッドクロス: 

 2022年 12月頃（※）、50日移動平均（オレンジ色のライン）が 200日移動平均（紫色のライン）を下から上に突き抜けています。これは「ゴー

ルデンクロス」と呼ばれ、強気のサインとされます。 

 2023年 5月頃（※）、50日移動平均が 200日移動平均を上から下に突き抜けています。これは「デッドクロス」と呼ばれ、弱気のサインとさ

れます。 

2. サポートとレジスタンス: 

 2022年 11月の最安値 15479付近は明確なサポートラインとして機能している可能性があります。 

 2023年 7月の最高値 31818付近はレジスタンスラインとして働いていると考えられます。 

3. 上昇トレンドの変化: 

 2022年 11月から 2023年 7月までの期間は、全体的に上昇トレンドにありました。しかし、2023年 7月の最高値をピークに、トレンドは横ば

いから下降に変わりつつあります。 

4. 移動平均の意味: 

 現在、50日移動平均は 200日移動平均の下にあり、短期的な価格動向が長期的な動向よりも弱気であることを示唆しています。 

5. ボリューム: 

 チャートにはボリューム（取引量）は表示されていませんが、価格の動きとボリュームの関係を考察することで、価格変動の背後にある市場

の強さや弱さを把握することができます。大きな価格の動きに伴うボリュームの変化を確認することで、その動きが本物かどうかの手がかり

となります。 

以上のような観点からチャートを分析することで、将来の価格動向の手がかりや取引のタイミングを探ることができます。しかし、テクニカル分析は

一つの手法に過ぎませんので、他の情報や分析と併用することが重要です。 

 

（※）この年月の読み取りは大きく間違えています。数字の読み取りの正確性はまだいまいちのようです。 

  



より長期で複雑なチャートの場合 

 

これはビットコインのドル建て価格の日足チャートの表示範囲を拡大したものです。縦軸の価格（0～72000）と横軸の年月（2019年 9月～2023年

10月）を確認してください。 その上で、やはり同様に、一般的にテクニカル分析の視点から指摘できることを 5つ示してください。 なお、右端の縦軸

について、単位は米ドルで、赤の 27396は最新の価格です。 期間中の最高値は 69000 (2021-11-10)、最安値は 3850 (2020-03-13)、最高値以降

の中間の谷の安値は 15479 (2022-11-21) でした。 紫色のラインは 200日移動平均で、オレンジ色のラインは 50日移動平均を示しています。  
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このビットコインのドル建て価格の日足チャートを基に、テクニカル分析の視点からの指摘を以下に示します。 

1. 大きな上昇トレンドからの転換: 

 2020年 3月の最安値 3850から 2021年 11月の最高値 69000までの間、ビットコインは強力な上昇トレンドを形成していました。しかし、そ

の後の価格動向は下降トレンドへと転換しているように見えます。 

2. ダブルトップ形成: 

 2021年に 2回、大きなピークを形成しています（ダブルトップ）。これはリバーサルパターンの一つで、上昇トレンド後に形成されると下降トレ

ンドの兆候とされます。このパターンの確認は 2021年 11月の 2回目のピークとその後の下降トレンドで確認できます。 

3. 200日移動平均ラインのブレイク: 

 2022年前半に価格が 200日移動平均ライン（紫色のライン）を下抜けています。これは中長期的な下降トレンドの開始を示唆する可能性が

あります。 

4. サポートとレジスタンスの形成: 

 2022年 11月の最安値 15479は明確なサポートとして機能している可能性があり、価格はこのレベルを下回っていません。 

 2021年の最高値 69000は強力なレジスタンスとして機能している可能性があります。 

5. 移動平均のクロス: 

 2021年 11月頃に 50日移動平均（オレンジ色のライン）が 200日移動平均を下から上に突き抜けています。これは「ゴールデンクロス」と呼

ばれ、一時的な強気のサインです。 

 しかし、その後の 2022年の初めに 50日移動平均が 200日移動平均を上から下に突き抜けており、「デッドクロス」となっています。これは弱

気のサインとされます。 

このように、チャートからは過去の上昇トレンドが終わり、現在は一定の範囲内での動きや下降トレンドを示唆するサインが複数見られます。それで

も、テクニカル分析は予測ツールの一つに過ぎないので、投資判断をする際は他の要因も考慮することが重要です。 

 

 

 



2021年から 2022年の動きについてはよく分かりました。その後の 2022年から 2023年の動きについてはテクニカル分析の観点からどのようなこ

とが言えますか？ 
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了解しました。2022年から 2023年の動きを中心に、テクニカル分析の視点から考察します。 

1. 横ばいのトレンド: 

 2022年の下半期から 2023年の上半期にかけて、ビットコインの価格は一定の範囲内での動きを見せており、特に明確な上昇トレンドや下

降トレンドは確認されません。これは「レンジ相場」とも呼ばれる動きで、強気と弱気の間での均衡を示しています。 

2. サポートとレジスタンスの確立: 

 2022年 11月の最安値 15479は明確なサポートとして機能しています。2023年にもこのレベル近辺での反発が複数回見られます。 

 一方、上方には約32000付近での価格の動きが頭打ちとなっていることが確認でき、これが一時的なレジスタンスとして機能している可能性

があります。 

3. 移動平均ラインのクロス: 

 2023年初めから中盤にかけて、50日移動平均（オレンジ色のライン）と 200日移動平均（紫色のライン）は何度もクロスしています。これは

市場の方向性が不確実で、短期と中長期の視点での評価が入れ替わっていることを示しています。 

4. 上昇トレンドの試み: 

 2023年の上半期には、約 24000から約 32000までの短期的な上昇トレンドが確認されます。この期間中に 50日移動平均が上向きにカー

ブしていることからも、一時的な強気の動きがあったことが読み取れます。 

5. 200日移動平均の接触: 

 2023年の中盤以降、価格は 200日移動平均ラインに接触しつつ、その周辺での動きを続けています。200日移動平均ラインは、中長期的

なトレンドの方向性を示すものとしてよく用いられるため、このラインを意識した取引が増える可能性があります。 

このように、2022年から 2023年の間は、強い上昇トレンドや下降トレンドは見られず、一定の範囲内での動きが主となっています。このような状況

では、レンジ相場の戦略や、明確なブレイクアウトを待つアプローチが考えられます。 


